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去
る
２
月
18
日
、
企
業
会
計
審
議

会（
会
長
：
安
藤
英
義
・
専
修
大
学

教
授
）は
、
総
会
・
第
37
回
監
査
部

会
合
同
会
合
を
開
催
し
、
特
別
目
的

の
財
務
報
告
に
対
す
る
監
査
の
位
置

づ
け
に
関
す
る「
監
査
基
準
の
改
訂

に
関
す
る
意
見
書
」の
公
表
を
決
定

し
た
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
監
査
部
会
の

審
議
で
は
、
監
査
報
告
書
の
記
載
内

容
に
関
し
、
国
際
的
な
見
直
し
の
動

向
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
て
き
た

が
、
引
き
続
き
検
討
が
行
わ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

主
な
改
訂
点
と
考
え
方

⑴
　「
第
一
　
監
査
の
目
的
」

今
回
の
改
訂
に
お
い
て
、
特
別
目

的
の
財
務
諸
表
ま
た
は
一
般
目
的
の

財
務
諸
表
を
対
象
と
し
た
、
準
拠
性

に
関
す
る
意
見
の
表
明
が
可
能
で
あ

る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
た
。

適
正
性
に
関
す
る
意
見
の
表
明
に

あ
た
っ
て
は
、
財
務
諸
表
が
表
示
の

ル
ー
ル
に
準
拠
し
て
い
る
か
ど
う
か

の
評
価
と
、
利
用
者
が
財
政
状
態
や

経
営
成
績
等
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ

て
財
務
諸
表
が
全
体
と
し
て
適
切
に

表
示
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て

の
一
歩
離
れ
て
行
う
評
価
が
含
ま
れ

る
。
一
方
、
準
拠
性
に
関
す
る
意
見

の
表
明
の
場
合
、
後
者
の
評
価
は
行

わ
れ
な
い
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

⑵
　「
第
三
　
実
施
基
準
」

財
務
諸
表
を
構
成
す
る
貸
借
対
照

表
等
の
個
別
の
財
務
表
や
個
別
の
財

務
諸
表
項
目
等
に
対
す
る
監
査
意
見

を
表
明
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
監

査
基
準
が
適
用
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い

る
。し

た
が
っ
て
、
個
別
の
財
務
表
ま

た
は
個
別
の
財
務
諸
表
項
目
等
に
対

す
る
監
査
意
見
を
表
明
す
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
必
要
な
範
囲
で
内
部
統

制
を
含
む
企
業
お
よ
び
企
業
環
境
を

理
解
し
、
こ
れ
ら
に
内
在
す
る
事
業

上
の
リ
ス
ク
等
が
、
重
要
な
虚
偽
の

表
示
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
留
意
が

必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

⑶
　「
第
四
　
報
告
基
準
」

「
一　

基
本
原
則
」の
１
に
お
い

て
、
準
拠
性
に
関
す
る
意
見
を
表
明

す
る
場
合
、
適
正
性
に
関
す
る
意
見

の
表
明
を
前
提
と
し
た
報
告
の
基
準

に
準
じ
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。準

拠
性
に
関
す
る
意
見
に
は
、
財

務
諸
表
に
重
要
な
虚
偽
の
表
示
が
な

い
こ
と
の
合
理
的
な
保
証
を
得
た
と

の
監
査
人
の
判
断
が
含
ま
れ
て
い

監 

　
　
　
査

監
査
基
準
の
改
訂
に
関
す
る
意
見

書
、公
表
議
決

─
企
業
会
計
審
議
会
総
会
・
監
査
部
会
合
同
会
合

る
。
こ
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
経

営
者
が
採
用
し
た
会
計
方
針
が
会
計

の
基
準
に
準
拠
し
て
継
続
的
に
適
用

さ
れ
て
い
る
か
、
財
務
諸
表
が
表
示

の
ル
ー
ル
に
準
拠
し
て
い
る
か
、
当

該
会
計
方
針
の
選
択
お
よ
び
適
用
方

法
が
適
切
か
ど
う
か
に
つ
い
て
判
断

す
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
と

の
考
え
が
示
さ
れ
た
。

実
施
時
期

改
訂
監
査
基
準
は
、
平
成
27
年
４

月
１
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度

ま
た
は
会
計
期
間
に
係
る
監
査
か
ら

適
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
平
成
26
年

４
月
１
日
以
後
に
発
行
す
る
監
査
報

告
書
か
ら
適
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
な

い
と
さ
れ
た
。

監
基
報
の
公
開
草
案

審
議
会
の
最
後
に
、
日
本
公
認
会

計
士
協
会
よ
り
公
表
さ
れ
て
い
る
監

査
基
準
委
員
会
報
告
書
800「
特
別
目

的
の
財
務
報
告
の
枠
組
み
に
準
拠
し

て
作
成
さ
れ
た
財
務
諸
表
に
対
す
る

監
査
」お
よ
び
監
査
基
準
委
員
会
報

告
書
805「
個
別
の
財
務
表
又
は
財
務

諸
表
項
目
に
対
す
る
監
査
」の
公
開

草
案
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

協
会
か
ら
は
、
前
記
２
つ
の
監
基
報

に
係
る「
Ｑ
＆
Ａ
」も
公
開
草
案
が
公

表
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
、
意
見

書
の
公
表
後
速
や
か
に
確
定
さ
れ
る

予
定
。

去
る
２
月
18
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
回
税
効
果
会
計
専
門

委
員
会
を
開
催
し
た
。

検
討
の
対
象

当
専
門
委
員
会
の
検
討
対
象
と
な

る
の
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
で
作
成
さ
れ

て
い
る
税
効
果
会
計
に
関
す
る
会
計

上
お
よ
び
監
査
上
の
実
務
指
針
の
６

項
目
で
あ
る
。

⑴　
「
連
結
財
務
諸
表
に
お
け
る
税
効

果
会
計
に
関
す
る
実
務
指
針
」（
会

計
制
度
委
員
会
報
告
６
号
）

⑵　
「
個
別
財
務
諸
表
に
お
け
る
税
効

果
会
計
に
関
す
る
実
務
指
針
」（
同

10
号
）

⑶　
「
中
間
財
務
諸
表
等
に
お
け
る

税
効
果
会
計
に
関
す
る
実
務
指
針
」

（
同
11
号
）

⑷　
「
税
効
果
会
計
に
関
す
る
Ｑ
＆

Ａ
」（
会
計
制
度
委
員
会
）

⑸　
「
繰
延
税
金
資
産
の
回
収
可
能
性

の
判
断
に
関
す
る
監
査
上
の
取
扱

い
」（
監
査
委
員
会
報
告
66
号
）

⑹　
「
そ
の
他
有
価
証
券
の
評
価
差
額

及
び
固
定
資
産
の
減
損
損
失
に
係

る
税
効
果
会
計
の
適
用
に
お
け
る

監
査
上
の
取
扱
い
」（
同
70
号
）

※
⑸
お
よ
び
⑹
は
、
会
計
処
理
に
関

す
る
部
分
が
対
象
と
な
る
。

ま
た
、
第
２
８
０
回
企
業
会
計
基

準
委
員
会（
本
誌
２
０
１
４
年
２
月

20
日
号（
№
１
３
７
２
）情
報
フ
ラ
ッ

シ
ュ
参
照
））で
意
見
が
挙
が
っ
た

「
諸
税
金
に
関
す
る
会
計
処
理
及
び

表
示
に
係
る
監
査
上
の
取
扱
い
」（
監

査
・
保
証
実
務
委
員
会
実
務
指
針
63

号
）に
つ
い
て
も
、
審
議
に
含
め
る

方
向
と
な
っ
た
。

専
門
委
員
か
ら
の「
他
の
基
準
へ

の
影
響
は
ど
う
な
る
の
か
」と
い
う

質
問
に
対
し
て
は
、
四
半
期
会
計
基

準
、
連
結
納
税
を
適
用
す
る
場
合
の

実
務
対
応
報
告
の
改
正
が
必
要
と
な

る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

検
討
の
進
め
方

当
専
門
委
員
会
は
次
の
よ
う
な
手

順
で
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

⑴　
３
月
14
日
ま
で
に
、
前
記
の
実

務
指
針
に
つ
い
て
、
現
状
の
取
扱

い
に
関
す
る
課
題
の
洗
出
し
を
行

う
。

⑵　
⑴
で
指
摘
さ
れ
た
論
点
に
つ
い

て
、
取
扱
い
の
見
直
し
を
行
う
か

否
か
に
つ
い
て
審
議
を
行
う
。

⑶　
特
に
現
状
の
取
扱
い
に
関
す
る

課
題
の
指
摘
が
な
い
項
目
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
現
在
の
実
務

指
針
の
内
容
を
踏
襲
し
移
管
す
る
。

＊

次
回
は
３
月
24
日
開
催
予
定
。

会
　
　
　
計

税
効
果
会
計
専
門
委
員
会
、始
動

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、税
効
果
会
計
専
門
委
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）に
あ
る
と
い
え
る
。

Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
で
は
、
セ
グ
メ
ン
ト
を

基
礎
に
説
明
が
な
さ
れ
る
た
め
、
Ｍ

Ｄ
＆
Ａ
の
充
実
の
た
め
に
は
、
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
日
頃
親
し
ん
で
い

る
セ
グ
メ
ン
ト
を
基
礎
に
す
れ
ば
、

よ
り
充
実
し
た
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
に
な
る
と

の
理
由
か
ら
と
推
察
さ
れ
る
。
残
念

な
が
ら
、
日
本
の
有
価
証
券
報
告
書

に
も「
財
政
状
態
、
経
営
成
績
お
よ

び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
状
況
の

分
析
」と
し
て
、
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
は
含
ま

れ
て
い
る
が
、
紋
切
り
型
の
わ
ず
か

な
量
の
開
示
が
大
半
を
占
め
て
い

る
。
日
本
で
は
米
国
と
比
べ
、
個
人

株
主
の
比
率
が
低
い
た
め
、
個
人
株

主
を
相
手
に
詳
細
な
説
明
は
不
要
と

考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

ま
た
、
米
国
で
は
、
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
で

将
来
の
予
測
の
情
報
を
開
示
さ
せ
る

た
め
に
、
株
主
等
か
ら
の
予
測
と
実

際
の
数
値
の
か
い
離
に
関
す
る
訴
訟

を
防
ぐ
ほ
う
が
優
先
事
項
の
た
め
に
、

セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
（
免
責
条
項
）を

設
定
し
て
、
企
業
の
便
宜
を
図
っ
て
い

る
。
日
本
で
も
こ
の
よ
う
な
条
項
が

絶
対
的
に
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
基

礎
と
な
る
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
に
対
す
る
考
え

方
を
変
え
る
よ
う
だ
。
い
つ
の
日
か
将

来
の
予
測
を
含
む
大
量
の
情
報
の
開

示
が
、
有
価
証
券
報
告
書
の
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ

で
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

長
谷
川　

茂
男（
中
央
大
学
大
学
院
特
任

教
授
）

グローバル会計
の視点

グローバル会計
の視点

セグメント情報セグメント情報

年
に
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
基
準
書
131
号
で
開
示

す
る
セ
グ
メ
ン
ト（
報
告
セ
グ
メ
ン
ト
）

の
決
定
方
法
を
、産
業
別
か
ら
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
が
日
頃
か
ら
分
析
を
行
っ
て

い
る
事
業
セ
グ
メ
ン
ト
を
基
礎
に
報

告
セ
グ
メ
ン
ト（
開
示
す
る
セ
グ
メ
ン

ト
）を
決
定
す
る
方
法（
い
わ
ゆ
る
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ
）に
変
更

し
た
の
で
あ
る
。こ
の
１
９
９
７
年
は
、

日
本
で
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
の
開
始
か

ら
間
も
な
い
と
き
で
あ
り
、
こ
れ
は

日
本
基
準
に
と
っ
て
不
幸
で
あ
っ
た
。

と
い
う
の
は
、
そ
の
後
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
と

の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
の
結
果
と
し
て
、

日
本
基
準
が
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
や
米
国
基
準

と
同
様
に
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト・ア
プ
ロ
ー

チ
に
変
更
す
る
の
は
、
２
０
１
０
年
４

月
１
日
以
降
開
始
年
度
ま
で
待
た
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

従
来
の
産
業
セ
グ
メ
ン
ト（
産
業
や

製
品
を
基
礎
に
し
て
い
た
）で
の
企
業

間
の
比
較
可
能
性
の
メ
リ
ッ
ト
を
失
っ

て
も
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
ア
プ
ロ
ー

チ
へ
変
更
し
た
理
由
は
あ
ま
り
語
ら

れ
な
い
が
、
そ
の
主
な
理
由
は
Ｍ
Ｄ

＆
Ａ（M

anagem
ent D

iscussion 

セ
グ
メ
ン
ト
情
報
に
つ
い
て
は
、

米
国
基
準
で
１
９
７
６
年
に
Ｆ
Ａ
Ｓ

Ｂ
基
準
書
14
号
が
発
行
さ
れ
る
ま
で

は
、
企
業
の
極
秘
情
報
で
社
外
に
公

開
す
る
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
情
報
で

あ
っ
た
。
財
務
諸
表
の
利
用
者
に
大

変
有
用
な
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
今

で
は
一
般
的
な
開
示
と
な
っ
て
い
る

が
、
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
で
は
、
ど
の

セ
グ
メ
ン
ト（
企
業
の
一
部
）で
利
益

が
出
て
い
て
、
ど
の
セ
グ
メ
ン
ト
で

損
失
が
出
て
い
る
か
が
一
目
瞭
然
に

な
る
た
め
、
同
業
他
社
等
に
は
知
ら

れ
た
く
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
Ｆ

Ａ
Ｓ
Ｂ
基
準
書
14
号
は
、
産
業
セ
グ

メ
ン
ト
別
の
開
示
を
要
求
し
て
い
た

が
、
そ
の
当
時
で
は
、
米
国
基
準
の

み
が
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
の
開
示
を
要

求
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。日

本
で
も
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
の
開

示
が
１
９
９
０
年
４
月
１
日
以
降
開

始
年
度
か
ら
要
求
さ
れ
て
、
す
で
に
、

か
な
り
の
時
が
過
ぎ
て
い
る
。
こ
の
セ

グ
メ
ン
ト
情
報
に
つい
て
は
、
１
９
８
９

年
９
月
に
開
始
し
た
米
国
が
日
米
貿

易
不
均
衡
の
是
正
を
目
論
む
日
米
構

造
協
議
に
お
い
て
、
米
国
か
ら
日
本

で
は
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
の
開
示
が
な
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
１
９
９
０
年
６
月

の
最
終
報
告
で
も
触
れ
ら
れ
た
と
い

う
経
緯
が
あ
り
、
米
国
基
準
を
基
礎

に
日
本
で
も
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
の
開
示

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
、
１
９
９
７

会
　
　
　
計

第
４
回
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会
議
に
向
け
て

審
議
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
対
応
専
門
委

去
る
２
月
19
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
11
回
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
対
応
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。
今
回
は
３

月
３
日
お
よ
び
４
日
に
開
催
予
定
の
第

４
回
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会
議
に
向
け
て
、
意
見

発
信
の
た
め
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

想
定
さ
れ
て
い
る
議
題

・
概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

複
雑
性（
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｇ
）

財
務
業
績
計
算
書
で
の
表
示
の
改
訂

モ
デ
ル（
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
）

公
開
草
案
に
向
け
た
戦
略（
セ
ク
シ
ョ

ン
５・６・８
）

・
開
示
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

・
リ
ー
ス

・
保
険　

・
料
金
規
制

・
各
国
基
準
設
定
主
体
と
の
協
働

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
状
況（
リ
サ
ー
チ

活
動
を
含
む
）

「
財
務
業
績
計
算
書
で
の
表
示
の

改
訂
モ
デ
ル
」は
、
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
の
リ

ン
ズ
マ
イ
ヤ
ー
理
事
作
成
の
ペ
ー

パ
ー
（
以
下
、「
Ｌ
Ｐ
」と
い
う
）に
基

づ
き
議
論
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
専
門
委
員
と
事
務
局
は
、
Ｆ
Ａ

Ｓ
Ｂ
と
し
て
の
意
見
と
捉
え
な
い
こ

と
で
意
見
が
合
致
し
た
。

財
務
業
績
の
報
告
に
お
い
て
小
計

と
し
て
営
業
利
益
と
包
括
利
益
を
掲

げ
、
そ
れ
ら
を
反
復
項
目
と
非
反
復

項
目
に
区
分
す
る
こ
と
を
提
案
し
て

い
る
。
ま
た
、
非
営
業
項
目
は
決
し

て
営
業
項
目
に
な
ら
な
い
の
で
、
２

つ
の
利
益
区
分
間
で
の
リ
サ
イ
ク
リ

ン
グ
に
は
関
心
が
な
い
と
し
て
い

る
。業

績
モ
デ
ル
案
は
、
最
も
有
用
な

営
業
利
益
が
計
算
書
の
な
か
に
埋
も

れ
て
し
ま
う
な
ど
の
欠
点
や
、
何
を

Ｅ
Ｐ
Ｓ
の
基
礎
の
利
益
数
字
に
す
る

か
の
疑
問
が
あ
る
た
め
、
Ｌ
Ｐ
は
次

の
２
つ
の
解
決
の
可
能
性
を
提
案
し

て
い
る
。

・
財
務
業
績
の
２
計
算
書
の
表
示
を
要

求
す
る
こ
と
を
検
討
す
る

・
営
業
利
益
と
包
括
利
益
の
両
方
に
関

し
て
Ｅ
Ｐ
Ｓ
を
要
求
す
る
。
ま
た

は
、
利
用
者
に
当
期
の
発
行
済
普

通
株
式
の
加
重
平
均
数（
Ｅ
Ｐ
Ｓ
の

分
母
）を
提
供
し
、
彼
ら
が
意
思
決

定
に
最
も
目
的
適
合
性
が
あ
る
と

考
え
る
Ｅ
Ｐ
Ｓ
を
計
算
さ
せ
る

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
は
、
第
３
回
会
議
用
に

作
成
し
た
ア
ジ
ェ
ン
ダ
・
ペ
ー
パ
ー

（
Ａ
Ｐ
）と
比
較
し
て
、
Ｌ
Ｐ
が
Ａ
Ｐ

の
見
解
を
否
定
し
て
い
る
と
ま
で
は

い
え
な
い
と
分
析
し
て
い
る
。ま
た
、

営
業
項
目
か
否
か
の
区
分
、
反
復
か

否
か
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
企
業
へ
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この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2014年
2月14日

「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法
に関する規則に規定する金融庁長官が定
める企業会計の基準を指定する件」の一
部改正（案）の公表について

金融庁
IFRS9号「金融商品」、IAS19号「従業員給付」等、IASBが2013
年11月1日から同年12月31日までに公表した国際会計基準
を、連結財規93条に規定する指定国際会計基準とするもの。コ
メント期限は2014年3月17日まで。

―

2014年
2月14日

自主規制・業務本部　平成26年審理通
達第1号「EDINETで提出する監査報告書
の欄外記載の変更及びXBRLデータが訂
正された場合の監査上の取扱い」

JICPA

2013年9月17日からの新EDINETの運用開始に伴い、XBRL
データが訂正された場合における監査上の取扱いについて取
りまとめたもの。本通達の公表に伴い、「有価証券報告書に記
載される財務諸表等の表示方法の変更等に係る監査人の留意
点」等、3つの通達が2月12日付けで廃止された。

―

証
　
　
　
券

１
万
４
、０
０
０
円
が
底
値
と
な
る
条
件

の
正
味
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
イ
ン
・
フ
ロ
ー

の
金
額
、
時
期
お
よ
び
不
確
実
性
を

利
用
者
が
評
価
す
る
目
的
か
ら
有
用

と
考
え
ら
れ
る
と
し
た
。

金
　
　
　
融

限
定
的
な
貸
出
支
援
制
度
の
増
強
効
果

日
本
銀
行
は
去
る
２
月
18
日
、
２

日
間
の
金
融
政
策
決
定
会
合
の
結

果
、
金
融
緩
和
策
に
つ
い
て
金
融
市

場
調
節
や
資
産
買
入
れ
に
つ
い
て
現

状
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
貸
出
支

援
制
度
に
つ
い
て
は
新
た
な
措
置
を

取
る
と
発
表
し
た
。
こ
の
発
表
を
受

け
て
、
日
経
平
均
株
価
が
上
昇
、
為

替
も
円
安
に
振
れ
る
な
ど
市
場
は
大

き
く
反
応
し
た
。
し
か
し
、
市
場
は

貸
出
支
援
制
度
に
つ
い
て
何
ら
か
の

措
置
が
取
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
程
度

予
想
し
て
い
た
た
め
、
む
し
ろ
相
場

が
そ
の
内
容
に
つ
い
て
改
め
て
織
込

み
に
い
っ
た
形
だ
。

今
回
の
貸
出
支
援
制
度
に
お
け
る

新
た
な
措
置
と
は
、
基
金
に
基
づ
く

各
資
金
供
給
の
期
間
延
長
・
量
的
拡

充
で
あ
り
、
貸
出
増
加
支
援
資
金
供

給
、
成
長
基
盤
強
化
支
援
資
金
供

給
、
被
災
地
金
融
機
関
支
援
資
金
供

給
に
つ
い
て
、
各
々
１
年
間
の
延
長

を
実
施
、
貸
出
増
加
支
援
資
金
供
給

に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
が
貸
出
を

増
加
さ
せ
た
額
の
２
倍
ま
で
日
本
銀

行
か
ら
資
金
供
給
を
受
け
ら
れ
、
成

長
基
盤
強
化
支
援
資
金
供
給
に
つ
い

て
は
、
総
枠
を
３
兆
５
千
億
円
か

ら
７
兆
円
に
倍
増
す
る
措
置
と
な

る
。双
方
と
も
４
年
間
固
定
金
利
０
・

１
％
の
条
件
と
な
る
。

黒
田
総
裁
は
会
見
で
、
こ
う
し

た
措
置
の
目
的
を
、
成
長
基
盤
強

化
支
援
資
金
供
給
の
残
高
が
総
枠

３
兆
５
千
億
円
の
上
限
に
近
づ
い
て
い

る
た
め
、
さ
ら
に「
量
的
・
質
的
金
融

緩
和
」の
効
果
波
及
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
強

化
す
る
た
め
、
と
説
明
し
て
い
る
。
し

か
し
、
仮
に
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
枠
を
拡
大
す
る
だ
け
で
は
積
極

的
な
金
融
緩
和
策
と
は
い
い
難
い
。
ま

し
て
貸
出
増
加
支
援
資
金
供
給
に
つい

て
は
、
地
方
で
積
極
的
な
活
用
が
み

ら
れ
な
い
な
か
、
増
枠
と
いっ
た
措
置

そ
の
も
の
に
イ
ン
パ
ク
ト
は
な
い
。

追
加
金
融
緩
和
策
に
つ
い
て
は
、

建
前
上
、
黒
田
総
裁
が
就
任
早
々
に

打
ち
出
し
た
異
次
元
緩
和
策
で
必
要

な
対
策
は
す
べ
て
出
し
切
っ
た
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
日
銀
と
し
て
も
消
費

税
増
税
後
の
景
気
を
睨
み
な
が
ら
そ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
探
っ
て
い
き
た
い
と

こ
ろ
だ
。
し
か
し
一方
で
、
市
場
の
追

加
緩
和
催
促
も
無
視
で
き
な
い
、
と

いっ
た
な
か
で
、
今
回
は
ア
リ
バ
イ
づ

く
り
が
実
態
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

２
月
は
何
と
いって
も
、
異
例
の
大
雪

が
記
憶
に
残
り
そ
う
な
推
移
で
あ
る
。

首
都
東
京
が
２
回
も
何
十
年
振
り
と
い

う
積
雪
に
見
舞
わ
れ
た
の
を
筆
頭
に
、

普
段
は
大
し
て
雪
の
降
ら
な
い
地
域
に

通
常
の
何
倍
と
か
、
観
測
史
上
最
高
と

いっ
た
雪
が
降
っ
た
。
高
度
な
文
明
は
雪

に
は
弱
い
。
た
ち
ま
ち
交
通
マ
ヒ
、
物

流
ス
ト
ッ
プ
な
ど
が
生
じ
、
経
済
活
動

が
停
滞
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
も
事
情
は
同
じ
だ
。
年
明

け
後
、
一部
の
経
済
指
標
が
予
想
外
の

悪
化
を
示
し
、
株
価
も
敏
感
に
反
応
し

た
。
指
標
悪
化
の
原
因
は
寒
い
冬
、
積

雪
、
凍
結
の
影
響
で
は
な
い
か
、
そ
れ

は
ど
こ
ま
で
尾
を
引
く
の
か
、
と
いっ
た

昨
年
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
世

界
の
株
価
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
日
本
株

が
、
現
在
正
反
対
の
位
置
に
あ
る
。
こ

れ
は
ひ
と
え
に
最
近
の
円
安
修
正
＝
円

高
の
せ
い
で
あ
り
、
現
在
の
世
界
の
通

貨
情
勢
か
ら
は
ど
う
し
て
も
こ
う
い
う

展
開
に
なって
し
ま
う
と
い
う
、
日
本
に

とって
不
条
理
の
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
21
世

紀
に
入
って
何
度
か
経
験
済
み
で
あ
り
、

こ
れ
が
根
本
的
に
改
ま
る
に
は
ア
ジ
ア

通
貨
統
一が
実
現
し
、
円
が
円
で
な
く

な
る
こ
と
し
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
、
当
面
の
円
相
場
に
つ
い
て
は
、

イ
エ
レ
ン
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
が
昨
年
末
か
ら
前

議
長
の
も
と
で
始
ま
っ
た
Ｑ
Ｅ
３
の
縮
小

計
画
を
遂
行
し
て
い
く
姿
勢
を
示
し
、

一方
、
日
銀
の
異
次
元
緩
和
に
変
更
は

な
い
た
め
、
日
米
の
金
融
政
策
に
は
変

化
が
な
い
こ
と
か
ら
、
少
し
緊
張
感
が

緩
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、ド
ル
高・

円
安
に
働
く
は
ず
で
あ
る
か
ら
だ
。
ま

た
、
日
本
の
貿
易
収
支
の
赤
字
が
、
相

当
高
水
準
に
な
って
い
る
こ
と
も
円
安
の

雰
囲
気
づ
く
り
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。

円
高
懸
念
が
解
消
さ
れ
さ
え
す

れ
ば
、
好
調
ぶ
り
が
伝
え
ら
れ
る
第

３
四
半
期
の
企
業
収
益
が
素
直
に
株

価
に
反
映
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ

う
な
れ
ば
、
２
月
初
め
の
日
経
平
均

１
万
４
、０
０
０
円
が
底
値
で
あ
っ
た
と

い
う
展
開
は
十
分
期
待
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
、
最
近
少
し
強
ま
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

賞
味
期
限
と
いっ
た
観
測
を
解
消
さ
せ

る
た
め
に
、
成
長
戦
略
の
次
の
矢
を
放

つ
こ
と
を
怠
って
は
い
け
な
い
だ
ろ
う
。

点
を
巡って
見
方
が
分
か
れ
て
い
る
。

気
象
要
因
は一過
性
の
も
の
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
経
済
の
回
復
傾
向
、
堅
調
さ

は
信
頼
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
こ

か
不
安
が
残
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
日
米
の
株
価
は

か
な
り
対
照
的
な
動
き
が
続
い
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
株
は
反
転
上
昇
の
動
き
を
み

せ
て
き
て
い
る
が
、
日
本
株
は一進
一退

で
ど
う
も
方
向
性
が
はっ
き
り
し
な
い
。

世
界
中
を
見
渡
し
て
も
、
大
半
の
国
の

株
価
は
ア
メ
リ
カ
型
の
推
移
を
示
し
て

お
り
、
日
本
型
の
推
移
は
今
回
の
世
界

同
時
株
安
の
震
源
地
と
な
っ
た
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
、
ト
ル
コ
、
ロ
シ
ア
な
ど
新
興
国
市

場
だ
け
な
の
で
あ
る
。


